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研究代表者:荻 野 和彦(愛 媛大学農学部 ・教授)

研究分担者:鎌 野 邦樹(千 葉大学法経学部 ・助教授)

古川 久雄(京 都大学東南アジア研究センター ・教授)

安成 哲三(筑 波大学地球科学系 ・教授)

吉田 集而(国 立民族学博物館地域研究企画交流センター ・教授)

研究協力者:飯 島みどり(岐 阜大学教養部 ・講師)

中村 浩二(金 沢大学理学部 ・助教授)

二宮 生夫(愛 媛大学農学部 ・助教授)

2.研 究 のね らい ・目的

AOI「 地域 と生 態環境 」班 は前年 度まで の論議 でえた 「地域研究 」にお ける「地域 」 と

「生態環境」に関す る共通認識 にた って、本年度は地域 の社会、生態諸過程解明の個別研

究手法を それぞれ に検討 し、地 域全体系の相互作用解 明にむけて具体 的な地域の社 会、生

態単 位にその方法 の適用 を試みる作業を続 けた。

古川、吉 田は地域統合 の基盤 につ いて考察 した。東南 アジア地域には他 の地域 と違 った

生態的文化的特 徴を統 合する ものと して生態論理 が生 きて いて文化的規 範、社会関係 の基

底にあ る(古 川)、 地域 を支え る生態環境 の保持 は重要な問題であ り、そのため に生態原

則に注 目 しなければな らない(吉 田)。

法 にあ らわれる社会規範 を考究す る鎌野は生態環境が、人間の活動 によ って急激 に変容

ない し崩壊 してい るが、その過程で の生態環境 に対す る社会規範(特 に法規範)の 現状 を

明 らかにす るとともに、21世 紀にむ けての 「あるべ き規範」 について考察 した。

地球物理学に よって、地球環境 問題の研 究に取 り組んで いる安成 は地球環境研究 におけ

るデ ィシプ リンと地域研 究 とい うふたつの側面をどう調和 させ るか を問 うた。個 々の地域

の特殊性、 固有性を無視 した地 球環境研究はない反面、地域に とらわ れす ぎる研究 スタ ン

スで は、地球規模 の現象 の解 明は不可能であ る。 また、いわゆ る南北 問題 を包摂 した東南

アジア、 中国の研究者 とどのよ うに共 同研 究を進めてい くかについて も考えねばな らない

(安 成)。

中村 はイ ン ドネ シアにおける昆虫群集の多様性 と動態の解明を とお して、具体 的な地域
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の生態環境の実態把握につ とめ保全 と有効利用 に資す る方途 を探 るなかで、 イ ン ドネ シア

人研 究者の養成 と研究体制の確 立、そのための共同研究 、 「援助」計画の あ り方の検討の

必 要を説いた(中 村)。

飯 島は具体 的な地域 をと りあげた。 中央アメ リカ地 峡部(以 下 中米)は1980年 代、社

会内の貧富の格差 に由来す る数 々の武力紛争 に苦 しんだ。米国 の介入 もあって一連の紛争

が世界的反響を惹起 した結果、紛争 の最終 的解決 には中米地域外の さまざまなファクター

が関与 し、特に国連 はニカ ラグアとエルサルバ ドルにおいて、 当事者 間交渉の支援に始 ま

り選挙監視や非正規軍の武装解 除など、和平実現の課程で具体的かつ積極的 な役割を担 っ

た。 しか しなが ら 「和平」の成立が必ず しも紛争 の原 因の克服 を意味す るわ けで はな く、

和 平の;真価は中 ・長期的な成果 を踏 まえて は じめて判 断され るべ きもので ある。本研 究に

おいて① エルサルバ ドル政府 ・反政府両陣営か らの除隊者 、お よび②ニ カラグア大西 洋岸

の 自治を要求 し武力行使 にまで至 った先住民系集 団、即ちいわば 「和平の犠牲」 とな るセ

クタ ーの動 向に注 目 し、国際世論の関心か らはずれつつ ある90年 代 の 中米 において、紛

争の根源的解決を図 る上でいかなる条件が必要で あるかを探 り、併せて域外社会の関与の

あ り方を再検討 した(飯 島)。

二宮はベ トナムの メコンデルタにおけるマ ングローブ林生態系の衰退 とさらなる利 用開

発 の可能性を さ ぐった。

3.平 成8年 度 の研 究 の経 過

上の ように本 年度 は個別に研 究成果 をまとめ るとい う方 向を追求 したために全体討 論に

頼る会議 ・形式の研究会を もつ ことな く、研究の主たる部分 は各 自の研究計画による こと

とな った。 しか し、AOI班 と して1996年10月18-22日 に開催 された国際 シ ンポ ジウ

ムに古川が 「生態論理」について論 じ、荻野が批判的にコメ ン トした。

全体研究会 は第16回 研究会(1997年2月15-16日)と して、松 山市 において計画研

究班、公募班合同で開催 した。本年 度にお こな った個別研究の まとめ と しての総括 的な討

議をお こな い、 あわせて最終報告 としての出版計画を検討 した。次に研究者各個 がそれぞ

れにた ど った研究経過を述べる。

古川 は生態論理が特徴づ ける東南ア ジアの風土に関す る啓蒙書の執筆 ・編集 と生態論理

を東南 アジア地域研究 に位置づ けるためのやや専門的論考を執筆 した。吉 田は、次節で も

述べ るよ うに、 「生態論理」に変わる 「生態原則」とい う概 念を提起 した。 「荻 野のいう
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『生態倫理 』は、 『倫理 』という用語 に抵抗 を感 じる。倫理 は常 に破 られ る もので ある。

生態系の倫理で もいいが、 もっと強い表現の ほうがいいのではないか。それが生態原則で

あ る。生態原則 と組み合わ されるのが宇宙原則であ る。人類 という地球生命体はいずれ滅

び るとい う原則であ る。あ きらめ とい う虚無 に向か うのか 、あるいは民族エ ゴあ るい は国

家エ ゴ、 さらには人類エゴの抑 制になるのか は、 この原則 の理解の され方 によるが、 この

原則 は生態原則の上位の原則である ことは まちがいない(吉 田)」 。

鎌野 は昨年に引き続き 「生態環境 と 『自然の権利 』」につ いて考察 した。特に 「アマ ミ

ノクロウサギ裁判 」(1995年2月23日 鹿児島地裁 提訴)の 経 過を見守 りつつ、わが国 に

おける人 々の 「地域 にお ける生態環境 」に関す る考え方(現 地 の人 々、地元 自治体、 中央

政府、 自然保護 団体等)を 考察 した。現地の人 々、地元 自治体 の考え方を知 るために現地

調査(奄 美大島の ゴル フ場開発 予定地2箇 所)を お こなった。

中村 は調査や交流推進のためのイ ン ドネ シア、タイなどを訪 問 し、 「熱帯にお ける昆虫

の生活史戦略」の研究、 「イ ン ドネ シアにお けるジンガサハ ムシの個体群動態の研究」を

実施 した。 またイ ン ドネ シアか ら研究者の招へ いに尽力 した。

飯 島は中米の現地状況が停滞 していること、 また中米の プロセスを他の事例 と比較する

必要性 に鑑み、今年度は中米 と同様 、内線か ら和平へ 向か いつつあるア フリカの二例 、ア

ンゴラとナ ミビァを調査 した。ア ンゴラはポル トガル を旧宗主国 とす る ところか ら、 ラテ

ンアメ リカと歴史的関係 が深 く、 「総合的地域研究 」とい う枠組みの もとで地域 と しての

ラテ ンアメ リカ、あ るいは地域研究 と しての ラテ ンアメ リカ研究を再定義 しようとす る場

合、不 可欠の参照 項 といえ る。 しか も中米 とは異な り、国連の全面 的関与 にも関 わ らず

「和平」 の脆弱性が きわめて高いだけに、和平達成 の社会的 コス トを考察す る上で貴重 な

ケ ースで ある。一方 、ナ ミビアは ア ンゴラとは著 しく様 相を異 にす るものの、1990年 の

独立後、人種差 別の克服 とい う課題 と相ま って、旧独立勢力系戦闘員 の社会復帰 問題が大

きな社会 問題 とな って いる国である。 このよ うな問題 意識に基づ いて、96年8月 両国で

資料収集 および現地情勢 の視察 を行 った。

またニカ ラグァとエルサルバ ドル については、96年10月 の.ニカラグア大統領選に際 し、

大西洋岸 自治の問題が どの ように扱 われているか、エル ・サルバ ドル の除隊者支援 プロジ

ェク トが どの ように継続 しているか、それぞれ現地で資料収集 と聞き取 りを実施 した。
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4.研 究 の成 果 と7ロ ンテ ィア

本 年度は前述の ように研 究の成果 は研究者が個別に最終報告 をまとめるという手法 によ

った。 したが って、詳細 は各 個に述べ る。AOI班 での論議 は他 の研 究班で認 識 して いる

「地 域」 と必ず しも同 じものではないか も しれない。あるいは 「地域」を 明示 した論蜘 ま

む しろ少 ない ともいえ る。AOI班 では古川、吉 田が、 そ して 当初 は計画研究班 に参 加 し

ていた市川がオー ソ ドックスな 「地域」を念頭においた論議を したの に対 して、やや異な

ったスタ ンスの飯島の ラテ ンアメ リカ現代史論、鎌野の 日本 あるいは国連 などが とりあげ

る政策に絡んだ法規 範性に関連す る地域論があ る。安成、 中村、二宮そ して 当初加わ った

井上 らが そ うであ るように、 自然現象 にあ らわれ る部分系 と して の地 域のみかた もある。

いずれ も地球上で現在起 こっている諸事象であ るか ら、どれが まっとうで どれがま っとう

でない という論議は生産的でない。

AO1班 のなかで、 あるいは重 点領域研 究班の なかで 「生態倫理 」は数奇 な運命 をた ど

った。古川の主張す る 「生 態論理 」、吉 田のい う 「生 態原則」 とほとん どおな じ文脈 で語

られは じめ、 どうや ら 「あつ ものに懲 りて、な ますを吹 く」た とえの ように、あ るいはた

んに語感が好ま しくない(吉 田)と いう理 由で、捨て去 られた。

古川は しか し、生 態論理 として 自身の成果の とりまとめ に意欲を燃 や している。吉 田は

生態原則が重要であ ると主 張す るが 、それが具体的に何を指すのかまだ論究 して いない。

鎌野は現段階の 中間的なと りまとめと して、鎌野邦樹 「野生生物は誰に属するか 一アマ ミ

ノクロウサギ裁判を契機 として 一」(r千 葉大学法学論集 』11巻2号107-140頁)を 発表

した。 さらに引 き続 き、生 態と規範 とい うテーマのもとに、環境倫理学の今 日までの成果

を参照 しなが ら、国際環境政 策法(生 物多様性条約な ど)お よび各 国の国 内環境 政策法

(日 本 ・ドイ ツ ・イ ン ドネ シアな ど)の 考察を行 って いる。

安成 は科学方法論 と しての地域研究 に関心を示 した。国際共同研究プ ログラムの縦 割 り

主義の 限界を指摘 し、ひ とつの現象 と地域を共有 して いる研究者集団、た とえば気象 学 と

水文学が相互 に連携す ることの必 要性 と有効性を説 いた。 しか し、同時 に物理を対象 とす

る気象学 ・水文学 と生物を対象 とす る生態学は容易 には連携 しえない。マルテ ィ ・デ ィシ

プ リナ リなアプ ローチを標 榜す る として もたんにいっ しょに集 まって行動 して も成果 はあ

げえな い。地球環境問題解 明に向けて両者 はまった く異な ったかたちの連撹を とる必 要が

ある。物理 ・化学現象 と しての地球の大気 ・水循環系 は、地球表面での生物圏、生態系 を

規定 して いるが、時 間 ・空間スケールの取 り方次第で は、逆に大気 ・水 循環系 を規定 して
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い るという相互作用が存在するはず である。 しか し生物 の種 ・個体 間の関係 をその 中心課

題にお く生態学で は、気候や水 な どの物理環境 は、 これまで与 え られ る外部境界条件 と し

て しか見て こなか った。気象学 ・水文学で も、生物圏の取 り扱 いは、せいぜ い気候や水循

環を規定す る一 部の境界条件 として の存在であ り、相互 に作用す る系 とは考えていなか う

た。現在の大気の組成や構造(酸 素濃度、オ ゾン層の存在)の 多 くの部分 は、生物圏の進

化、 あるいは大気 ・水 圏 と生物圏の相互作用の結果 と して存在 して いるに もかか わ らず 、

これ までの気象学ではたんに所 与の外部条件 と してのみ扱 って きた。

地 球 とい う閉 じた系において、大気 ・水 ・地圏 と総称 され る物理 ・化学 システム と生物

圏が どの ように相互作用 しつつ 変化 して きたか とい う問題 は、 これか らの地球のあ り方を

考え る上で 非常 に重要で ある。そ のため に従来 の物理 、生物科学 のいずれ にも属 さない、

まった く新 しい科 学のパ ラダイムの構築が必要 となる。新 しい科学のパ ラダイムに必要な

ことは、 ひとつの地域の現象を共有 し、共通の問題意識 を醸成 させて い くことであ る。筑

波大学の気候 ・水 文 ・生態の研究者 は構内にあ る草原生態系 の熱 ・水 収支 と二酸化炭素収

支を共 同 して継年継続観 測を して 、1993年 の異常 な冷夏 と翌94年 の異常 な暑夏 の2年 続

きの異 常気象 に応答 して 、一年生草本のC3植 物 とC4植 物が分布域 をた った一 年で変 化

させ た とい うことが明 らかにな った。 フィール ド(地 域)を 共有する研究者が ひとつ の現

象を異な った眼で見るこ との重要性 を示す一例 であろう。

中村 は1990年 に開始 したイ ン ドネ シア各地(ス マ トラ西 部州のパ ダ ン,ス カラ ミ,西

ジャワ州のポゴール周辺,東 ジ ャワ州のプルウ ォダデ ィ)に お ける昆虫類(食 葉性テ ン ト

ウム シ,バ ナナセセ リ,ジ ンガサハ ムシ,ア リ,カ メムシな ど)個 体群 の長期観察 によっ

て、動態の特徴 を非季節 的多雨気候(パ ダ ン,ス カラ ミ,ボ ゴール など)と 季節的熱帯気

候(シ チ ウン,プ ルウ ォダデ ィなど)に ついてあき らかに した。その結果 、昆虫類の生活

史戦略の特性が明 らかにな りつつ ある。気候条件 にかかわ らず 昆虫類 の死亡要因に 占め る

生物 的要因(と くに寄生)の 役割 は,日 本 に比べて非常に大 きいこと、近接 した個体 群の

継時的変動に同調性が見 られることを明 らかに した。

飯 島はラテ ンアメ リカないし中米 と生態環境が大 き く異 なるア フリカ南部の視察を通 じ、

本研 究班の掲げ る 「地域 と生態環境」 は地 域研究の一角と して見落 と して はな らない主題

であ ることを強 く認識 した。従来 のラテ ンアメ リカ研究 は近代 ヨーロ ッパの膨張 とともに

成立 した地域が対象 であるため 、 「地域の個性」を とりあげようとす るとどうして も人為

的、歴史的要因を重視 しがちで ある。 しか し、同じくヨーロッパ か ら多大 のイ ンパ ク トを
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受 けつつ 、独特 の 「地域の個性」を もつ アフ リカを視 野に入れると、生態環境 と植民地支

配様式の 関連を理論化す ることが、各地域 の生態環境 の今後 を占 う上で も重 要な作業で あ

ろうと思 われ る。

第二 に、生態環境 といって も、紛争 によ り著 しく疲弊 ・変質 させ られた ものを、 どこま

で本来の生態環境 とと らえ るべ きか、 どのように して原状 を回復 させ得 るか、 これ らの点

が人 間の社会復帰 と並んで深刻な課題で あることをつよ く認識 した。人 口を上回 る数の地

雷が全土 に放置 されて いるアンゴラの現実 は、 その端的な例である。純粋 な生態学的課題

とは異 なる角度か ら、生産活動 を保 障す る生 態環境回復 ができない限 り、同国の 「和 平」

が機能不全 に陥 ることは 目に見えている。

第三 に、新生独立 国ナ ミビアでは、体制刷新を機に、政 治 ・社会面 で実験 的プロジェク

トが進行 して いることが観察で きた。環境教育 について興味深 い教 師用指 導書が作成 され

て お り、 これを検討 ・分析すれば他国の環境教育計画に示 唆を与えることができるだろう。

二宮 は熱帯林 消失 など地球環境問題 は、地域 固有の文化を育む培地 としての生態環境 の

破壊が いまや構造 的に進行 してい ることを示 して いるとい う。生態系 は自己回復機能を も

ってお り、与え られ たイ ンパ ク トがある範 囲以 内にあるな らば、自己回復機能を発揮 して

生態系の 原状復 帰が可能で ある。生態環境 の破壊 は生態系の 自己回復機能 の限度 をこえ た

とき生 じる。

マ ングローブ林生態系 においては、地下部 の滞水 と多量 の地下部有機物量の分 解に起因

す る土壌 中の強 い還元状態があ らわれる。還元土壌中において海水が持 ち込んだ硫酸根が

還元 され、鉄 と結 びつ きパ イライ ト(FeS)と して 沈殿す る。マ ングローブはこ うした低

酸素条件 、還元状態 に適応 した土、水、植 物相互作用系を形成 して いる。人為的なイ ンパ

ク ト、木材供給 あるいはエ ビ、魚介の養殖 池造成 のための大面積皆伐 がおこなわれる と土

壌が乾燥 し、土 壌中に空気が侵入す る。土 壌が たちまち酸化 して、パ イライ トが大量の硫

酸 を産生 する。 土壌 はたちまちつ よい硫酸酸性 を示す。酸性硫酸塩土壊の生成であ る。 と

きには土壌中のpHが3又 はそれ以下 に低下する。

ベ トナム南部 のメコ ンデル タは総 面積3,600,000haで 、全域が肥沃 な沖積土 の上 にあ る。

1940年 代 には うち250,000haが マ ングローブ林に被 われて いた。 しか し、 ベ トナム戦争 が

激 しくたたかわれるなか、生態系を徹底的に破壊するナパ ーム弾や枯葉剤 によってその約

40%が 失 われた(1962-1971)。 戦 後、人工造林策 によってマ ングロー ブ林 は回復す るかにみ

え た が 、 人 口圧 の 増 加 とエ ビ養 殖 池 の 開 発 のた めふ た た び打 撃 を受 け 、1983年 に は
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191,000haに まで 減少 した。ベ トナ ム政府 は1986年 よ り ドイモイ政策 によ って、マ ングロ

ーブ地域で もコ ミュー ンによる大面積皆伐 と大規模養殖池造成を中心 とした集 団経営 にか

わ って、エ ンタープライズ組織 による地域住 民へ の林地貸 与政策を展 開 した。家族単位 の

林地貸 与 と小規模農林 漁業複合経営 によるマ ングローブ林の保全 と地域住 民の生活 向上を

め ざ した ものであ った。間伐材 の利用 と養殖 池を組 み合わせた小規模経営 で、生態系 に対

す る干 渉をつね に自己回復可能な範囲にとどめ生態系を維 持 し、同時 に農民の収入を はか

り生 活を向上 させ る。 「マ ングローブ林を保全す るためには地域住民 の生活の安定が必要

であ る」 と社会 と生 態系 の両立を図 っている。

5.今 後 の課 題

重 要 な課題 は重点領域 の研究活動 を どの ように まとめ るか ということであ る。AOI班

は さ しあた って、計画研究 と一部公募班研究 を とりまとめr地 域 と生態環境(仮 題)』 を

上梓 す る希望 を持 っている。

まず地域へ のアプ ローチ として、 当初か ら一貫 したテーマ としてと りあげて きた地域研

究にお ける 「地 域」を どうとらえ るか とい う課題 に取 り組 みたい。地球上 に存在 し、機能

してい るさまざまな地域へ のアプローチを試 みる。物理 ・化学系 として気候 システ ムか ら

見 た東南 ア ジアを特徴づ ける。生物共生系 は生物相互間だ けでな く、無機環境 との間 の相

互作用 、相互依存性、相互規定性について考察す る。人類 社会 は ヒ トと して生物共 生系の

一員 であ ったが 、体外代謝系を発達 させ高度 に組織化 した文明を持つ ことによ って非生物

的存在 と しての側面 を獲得 した。人類社会 を取 り出 して、かれ らの もつ 自然観、環境観、

社会観を見て社会原 則を論ず ることもでき る。人類社 会 も相互作用 系をつ くってい るが、

同時に生物、無機環境 に対 し相互依存的、相互規定的であ る。地域 と生態環境は複 雑な組

織体 であ る。地域 は全体社会の部分系であるが、それ 自身完全な完結体で もある。 気候 シ

ステム も生物系 もおな じく全体系 と部分系 を合わせ もつ。 それ らは相互にオーバ レイ して

いるけれ ど、常 に相対 的な存在で ある。個別地域を取 り上 げて、具体例に 出会えば、具体

的に論証する こともできる。人類文明が生態環境 とどう対 時 してい るか。 どのよ うな関係

を取 り結んでい るのか。複雑で、高度に組織化 された相互作用系であ る地域の問題 を共有

する ことができれば問題解決へ向か うことがで きるはずだ。
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6.メ ンバーの研究巣績(平 成8年 度 発表 分)

薮野和彦

「熱帯林の林冠か ら」r森 へゆこう』丸善ブック,pp.102。112.

"Distribution Characteristics of Mineral Elements in Tree Leaves of Mixed Dipterocarp Forest in Sarawak , 

   Malaysia." (G.Breulmann, I.Ninomiya, K. Ogino) Tropics 6(1/2): 29-38; 1996. 

"Effect of Different Levels of External Salinity on Germination
, Growth and Photosynthesis in a Mangrove, 

   Avisennia marina." (Mai Sy Tuan, I. Ninomiya, K.Ogino) Tropics 6(1/2): 39-50, 1996.

古川久雄

「南 ・東南スラウェシにおける沿岸村落」r東 南 アジア研究』34(2):438・468,1996.

r事 典 東南アジア:風 土 ・生態 ・環境 』弘文堂,692p。,1996.

古 田 集而

「ニ ューギニ ア低湿地民 と森林 」山田勇編r森 と人 との対話 熱帯か ら見 る世界』人文書院,pp.123

   -149, 1996. 

"Epidemiology and Cultural Anthropology : Their Possible Collaboration ." (S. Yosida , M. Ikeda) Ethno-

   epidemiology of Cancer, eds. by Tajima Kazuo and Shunro Sonoda, Tokyo. Japan Scientific Societies 

    Press. pp.79-86.

r事 典 東南 アジア 風土 ・生態 ・環境」弘文堂,692p.,1996.

鎌 罫邦樹

「野生生物 は誰 に属す るか 一アマ ミノクロウサギ裁 判を契機 と して 一」r千 葉大学 法学論集 』11

(2):107-140.

「ま ちづ くり ・自然環境保全 と公益信託」信 託(近 刊),

安 成哲三

「ア ジアモ ンス ーン/ENSO研 究 をめ ぐる世界の動 向」r地 球環境』1:41・48,

「気候 システムの年々変動におけるモンスーンの役割

Variability of Climate System -I

Role of Monsoon on the Interannual

「海 と 空 』72(1):31・40.

住明正 ・安成哲三 ・山形俊男 ・増田耕一 ・阿部彩子 ・増田富士雄 ・余田成男r岩 波講座 地球惑星

科学U気 候変動論』岩波書店.

中村浩二

「イン ドネシア東ジャワ州の季節熱帯におけるニジュウヤホシテントウの個体群動態」(中 村浩二

・SinKahono)廓 第5回 日本熱帯生態学会 。

「イ ンドネシアにおける昆虫個体群の長期動態(そ の2)」(第3回 日本熱帯生態学会ワークショ
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ップ 「スマ トラの人 と自然」).

飯 島み ど り

「除隊者の社会復帰問題 一 エルサルバ ドルの場合」アジア経済研究所研究双書(458),pp.7nO4.

「大 西洋岸 自治 のゆ くえ 一 幾度目かのブームを越えて」小林致広編r否 定 されてきたアイデ ンテ

ィティの再発見 一ニ カラグアにおけ る多様性の模索』所収,pp.23-50,神 戸 市外 国語大学外国語

学研究所,

「ラテ ンアメ リカ ー 海 図なき新 たな五世紀へ 」r講 座世界史 ・第ll巻 ・岐路 に立つ現代世界 一

混沌を恐れ るな』pp。235。253,東 京 大学出版会.
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